
�

関
西
ス
ー
パ
ー
が
伊
丹
市
の

子
育
て
支
援
の
た
め
に
寄
付

昨
年
１２
月
３
日
に
創
業
５０
周
年
を

迎
え
た
、
�
関
西
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト（
中
央
５
。井
上
保
代
表
取
締
役

社
長
。資
本
金
７２
億
７
千
７３３
万
円
。従

業
員
数
約
３
千
５００
人
）が
、創
業
５０
周

年
の
節
目
を「
感
謝
の
５０
年
」と
位
置

づ
け
、市
に
５００
万
円
を
寄
付
。
市
は
、

寄
付
さ
れ
た
５００
万
円
を
子
育
て
支
援

の
充
実
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。

こ
の
ほ
か
同
社
は
、
大
阪
府
の

「
大
阪
教
育
ゆ
め
基
金
」
に
５００
万

円
、
兵
庫
県
に
「
ふ
る
さ
と
の
地
域

医
療
に
」
と
５００
万
円
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日
本
レ
ス
キ
ュ
ー
協
会
に
「
人

命
救
助
な
ど
に
」
と
５０
万
円
、

ブ
ナ
を
植
え
る
会
に
「
ふ
る
さ

と
の
山
へ
の
緑
豊
か
な
森
づ
く

り
に
」
と
５０
万
円
を
寄
付
し
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
寄
付
以
外
に
も
、

食
料
品
の
提
供
事
業
者
と
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
願
い「
食
育
」活
動
に
力

を
入
れ
、「
食
育
体
験
ツ
ア
ー
」

や
「
お
料
理
教
室
」「
稲
作
体
験

ツ
ア
ー
」な
ど
を
開
催
し
、参
加

者
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

ま
た
、
パ
ー
ト
も
含
め
、
全

従
業
員
に
は
、
子
ど
も
や
家
族
の
急

病
時
な
ど
に
適
切
な
対
処
が
で
き
る

よ
う
、
家
庭
に
常
備
す
る
医
学
書
を

配
布
す
る
な
ど
、社
内
外
に
わ
た
り
、

家
庭
生
活
や
子
育
て
支
援
に
力
を
注

い
で
い
ま
す
。

�
関
西
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
、
昭
和
３４
年
１２
月
に
、
第
１
号
店

の
伊
丹
店
（
現
・
中
央
店
）
を
開
店

し
、
現
在
、
阪
神
地
域
を
中
心
に
全

５６
店
舗
を
営
業
し
て
い
ま
す
（
市
内

に
は
８
店
舗
）。

昨
年
１２
月
２５
日
に
市
役
所
を
訪

れ
、
藤
原
市
長
に
目
録
を
贈
呈
し
た

井
上
代
表
取
締
役
社
長
は
「
創
業
の

地
・
伊
丹
で
社
会
貢
献
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
寄
付
金
は
子
ど
も

た
ち
が
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
送

る
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
。
寄
付
以

外
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

記

録（
敬
称
略
）

●
第
１８
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会
・
４
年
生
以
下
女
子み

ダ
ブ
ル
ス
の
部
ベ
ス
ト
１６

藤
本
未

ゆ侑
（
摂
陽
小
２
年
）
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藤
原
市
長
に
目
録
を
手
渡
す
井
上
代
表
取
締

役
社
長
�左
�
昨
年
１２
月
２５
日
、
市
役
所
で

図
書
館
本
館
、
南
・
北
分
館
お
よ

び
伊
丹
分
室
は
、
本
館
に
拠
点
を
置

く
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
お
な
じ
み

の
作
業
で
す
が
、
図
書
館
の
本
に
張

り
付
け
ら
れ
て
い
る
バ
ー
コ
ー
ド
を

機
械
で「
ピ
ッ
」と
な
ぞ
る
こ
と
で
、

貸
し
出
し
・
返
却
の
処
理
や
予
約
図

書
の
検
出
な
ど
が
瞬
く
間
に
行
わ

れ
、
そ
の
本
を
取
り
巻
く
情
報
の
変

更
は
す
ぐ
に
各
館
に
伝
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
中

に
は
、
図
書
に
関
す
る
大
量
の
デ
ー

タ
が
収
納
さ
れ
て
お
り
、
最
新
の
出

版
デ
ー
タ
も
随
時
反
映
さ
れ
、
利
用

者
の
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
い
合

わ
せ
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

今
日
、
全
国
の
多
く
の
図
書
館
で

当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
こ
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
で
す
が
、
市

内
各
館
で
の
「
ど
こ
で
も
返
却
」
を

可
能
と
し
た
図
書
物
流
シ
ス
テ
ム
と

並
ん
で
、
図
書
館
の
日
常
業
務
を
支

え
る
両
輪
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

な
お
、
こ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ

ス
テ
ム
が
本
市
に
導
入
さ
れ
た
の
は

昭
和
５７
（
１
９
８
２
）
年
で
、
こ
れ

ま
で
数
度
の
機
種
更
新
を
経
て
い
ま

す
が
、
１
月
１８
日
か
ら
前
回
の
更
新

（
平
成
１４
年
）
か
ら
ほ
ぼ
８
年
ぶ
り

の
機
種
更
新
作
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。今

回
の
更
新
に
よ
り
、
シ
ス
テ
ム

全
般
の
安
定
性
、
信
頼
性
、
処
理
速

度
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
各
館

の
蔵
書
検
索
機
の
台
数
増
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
蔵
書
検
索
の
充
実

を
実
現
し
ま
す
。

作
業
の
実
施
の
た
め
、
１５
日
間
に

わ
た
る
全
館
休
館
と
な
り
、
利
用
者

の
皆
さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
い
ま
す
が
、
２
月
２
日
�
（
南

分
館
は
３
日
�
）
か
ら
新
し
い
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
と
と
も
に
業

務
を
再
開
し
ま
す
。
今
後
と
も
充
実

し
た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
ご
利

用
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�
図
書
館
本
館
�
７８３
・
２
７
７

５
。

�図
書
館
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

市
立
伊
丹
病
院
は
、
職
員
を
次
の

通
り
募
集
し
ま
す
。

【
正
規
職
員
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
（
Ｍ
Ｓ
Ｗ
）
】
▽
受
験
資
格
�

昭
和
４６
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、社
会
福
祉
士
の
資
格
登
録
者
で
、

Ｍ
Ｓ
Ｗ
と
し
て
の
勤
務
経
験
が
あ
っ

て
、
車
の
運
転
が
で
き
る
人
▽
勤
務

時
間
�
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
１５

分
▽
月
給
�
１９
万
８
千
６１２
円
（
経
験

加
算
あ
り
）
▽
試
験
日
�
２
月
１１
日

�
（
一
次
）
・
２８
日
�
（
二
次
）。

【
正
規
職
員
看
護
師
】
▽
受
験
資

格
�
昭
和
４５
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
、
看
護
師
免
許
保
持
者
▽
月
給

�
２６
万
円
（
経
験
加
算
あ
り
）
▽
試

験
日
�
随
時
。

【
非
常
勤
医
局
秘
書
（
が
ん
登
録

担
当
）】▽
受
験
資
格
�
看
護
師
・
薬

剤
師
・
診
療
情
報
管
理
士
い
ず
れ
か

の
資
格
保
持
者
▽
勤
務
時
間
�
午
前

８
時
半
〜
午
後
５
時
▽
月
給
�
１９
万

８
千
６１２
円
▽
試
験
日
�
２
月
２４
日

�
。【

臨
時
職
員
薬
剤
師
】
▽
受
験
資

格
�
薬
剤
師
の
資
格
保
持
者
▽
勤
務

時
間
�
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

（
夜
勤
な
し
）
▽
時
給
�
千
５２５
円
▽

試
験
日
�
２
月
１８
日

�
。【

臨
時
職
員
医
局

秘
書
】
▽
受
験
資
格

�
医
療
系
の
資
格
保
持
者（
優
遇
）▽

勤
務
時
間
�
午
前
８
時
半
〜
午
後
５

時
▽
時
給
�
８２０
円
（
資
格
に
よ
り
加

算
あ
り
）▽
試
験
日
�
２
月
２４
日
�
。

【
臨
時
職
員
総
務
事
務
】
▽
勤
務

時
間
�
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
▽

時
給
�
８２０
円
▽
試
験
日
�
２
月
中

旬
。詳

し
く
は
市
立
伊
丹
病
院
�
７７７
・

３
７
７
３
へ
。

市
立
伊
丹
病
院

領
収
書
裏
面

広
告
募
集

市
立
伊
丹
病
院
は
、
患
者
の
皆
さ

ん
に
渡
し
て
い
る
領
収
書
の
裏
面
に

掲
載
す
る
有
料
広
告
を
次
の
通
り
募

集
し
て
い
ま
す
。

▽
掲
載
期
間
�
３
月
８
日
か
ら
約

４
カ
月
間
（
１０
万
枚
分
）
▽
募
集
枠

�
６
枠
▽
掲
載
料
金
�
１
枠
４
万
２

千
円
▽
応
募
締
切
日
�
２
月
５
日
。

◆
市
立
伊
丹
病
院
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

を
募
集

市
立
伊
丹
病
院
は
、
市
民

の
期
待
に
応
え
、
患
者
の
皆
さ
ん
の

立
場
に
立
っ
た
質
の
高
い
医
療
の
提

供
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
親
し
ま
れ
る

病
院
と
な
る
よ
う
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
期
間
は
２

月
１
日
〜
３
月
３１
日
。

◆
市
立
伊
丹
病
院
整
形
外
科
（
水
・

金
曜
）
の
外
来
診
療
に
は
予
約
か
紹

介
状
が
必
要
で
す

市
立
伊
丹
病
院

整
形
外
科
は
、
救
急
患
者
へ
の
対
応

を
強
化
す
る
た
め
２
月
か
ら
、
水
・

金
曜
の
外
来
診
療
を
、
予
約
が
あ
る

ま
た
は
紹
介
状
を
持
っ
て
い
る
患
者

の
皆
さ
ん
（
事
前
に
か
か
り
つ
け
医

か
ら
同
病
院
地
域
医
療
連
携
室
に
要

連
絡
）
に
限
定
し
ま
す
。
水
・
金
曜

以
外
の
診
療
に
つ
い
て
も
、
で
き
る

限
り
か
か
り
つ
け
医
か
ら
の
紹
介
状

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

＊

＊

詳
し
く
は
市
立
伊
丹
病
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
同
病
院
総
務
課
�
７７７

・
３
７
７
３
へ
。

�
��１日だけの

「バレンタインカフェ」

１４
日
�日

２
月
１４
日
�
正

午
〜
午
後
４
時
、

旧
石
橋
家
住
宅
で

「
１
日
だ
け
の『
バ

レ
ン
タ
イ
ン
カ
フ

ェ
』
in
旧
石
橋
家

住
宅
」
を
開
催
し

ま
す
。

メ
ニ
ュ
ー
は
伊

丹
ち
ょ
こ
リ
ン
ピ

ッ
ク
参
加
店
舗

（
一
部
除
く
）
の

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
菓
子
や
ド
リ
ン
ク
な

ど
。
そ
の
ほ
か
持
ち
帰
り
用
の
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
詰
め
合
わ
せ
の
販
売
も
。

ワ
ン

【
「
チ
ョ
コ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
最
優

秀
賞
作
品
を
期
間
限
定
で
発
売
】

１
月
１９
日
に
開
催
さ
れ
た
「
伊
丹
ち

ょ
こ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
１
０
」
の
ケ

ー
キ
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
福
井
孝
子
さ
ん
（
鈴
原
町
３
）

ス

ト

ロ

ベ

リ

ー

の
作
品
「
Ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｗ
ｂ
ｅ
ｒ
ｒ
ｙ

キ

ッ

ス

Ｋ
ｉ
ｓ
ｓ
」
�
左
写
真
�
が
ヒ
ロ
コ

ー
ヒ
ー
伊
丹
い
な
が
わ
店
で
、２
月

１
〜
１４
日
に
製
造
・
販
売
さ
れ
ま

す
。
１
個
３５０
円
（
税
込
み
）。

※
写
真
は
コ
ン
テ
ス
ト
用
に
作
ら
れ

た
ケ
ー
キ
で

す
の
で
、
販

売
さ
れ
る
も

の
と
は
異
な

り
ま
す
。

�
市
都
市

企
画
室
�
７８４

・
８
０
６
８
。
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市議会は、２月２３日�火午前１０時から市
議会本会議場で、伊丹シティフィルハー
モニー管弦楽団による「議場コンサート」
を開催します。
このコンサートは、市民の皆さんに、
より親しまれる議会を目指して実施する
ものです。
加藤完二さんの指揮でフランツ・レハ
ール作曲、喜歌劇「メリー・ウィドウ」
ほかを演奏します。演奏時間は約２０分の
予定。
また、この日は平成２２年第１回定例市
議会の招集日に当たり、コンサート終了
後、市長から平成２１年度補正予算案の提
案説明などが行われる予定です。
市民の皆さんは議場傍聴席（８２席）で
鑑賞できます。当日午前９時半から市役
所議会棟２階の市議会事務局で受け付け
ます。先着順。

市議会事務局�７８３―１３４４

�昨年１２月２３日にこ
ども文化科学館で開
催された「クリスマ
ス・フェスタウィー
ク」（１２月１９～２５日）
でこども文化科学館
マスコット「ひょん
たん」と伊丹市マス
コット「たみまる」
が初共演しました。

当日はたくさんの来館者と握手や写真撮影を行う
など大人気でした。また、昨年１２月２５日には「た
みまる」が市立伊丹病院を訪問し、入院中の子ど
もたち約２０人にクリスマスプレゼントとして、「た
みまる」のぬいぐるみを贈りました。入院中の子
どもたちは「たみまる」の訪問に大喜びでした。

写 真 写
ニ ュ ー ス

�１月９日、いたみ
ホールで「家庭教育
講演会」が開催され
ました（すこやかネ
ット・いなの＆すず
はら推進協議会主
催）。読売テレビ報道
局解説委員長の辛坊
（しんぼう）治郎さ
んが「情報渦（か）社会との上手なつきあい方」
と題し、テレビや携帯電話、インターネットなど
からあふれる情報の影に潜む落とし穴などについ
て講演しました。約８００人の参加者は、食品偽装事
件や政治問題などを絡めながらの「事実」と「真
実」の違いなど、報道の第一線で活躍している辛
坊さんならではの話に聞き入っていました。

▼１月１６日、伊丹アイフォニックホールで開催さ
れた「２分の１成人式」に伊丹大使であるプロ野
球・オリックス・バファローズの北川博敏選手が
参加しました。北川選手はプロ野球選手になると
いう子どものころからの夢の実現にあたり、普段
の練習を続けることの大切さを語りました。また、
夢を持つことの大切さや運動を行い、「しっかりと
食べて元気な体をつくることが一番」と出席した
約４００人にエールを送りました。同式では、２０歳ま

での中間点にあた
る１０歳（小学４年
生）の各小学校代
表児童が、自分の
成長を振り返り、
これまで支えてく
れた人々に感謝を
込めるとともに将
来に向けての決意
を主張しました。

昨
年
の
「
コ
ン
サ
ー
ト
」
か
ら

市
立
伊
丹
病
院

正
規
・
臨
時
職
員
な

ど

募
集

議場にオーケストラの響き

２３日�火に議場コンサート

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

（８）広報伊丹■２０１０（平成２２）年２月１日 第１１７４号／市章 ／市の木・クスノキ ／市民の花・ツツジ ／市の鳥・カモ

△！発行日までに本紙が届かないときは伊丹市シルバー人材センター��0120―4682―17、ファクス0120―4682―18へ


